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　土木部では「土木の多彩な魅力に出会ってほしい」との思いで、部内のさまざまな

仕事を体験できる横断的なインターンシップを実施しています。リアルな現場や先端

技術に触れ、職員との本音トークで、土木の仕事への理解を深めます。参加者の興味

や希望に合わせたプログラムで、将来の働く姿をイメージするきっかけをつくります。

土木行政の仕事を知る
市役所全体や土木部の業務を学び、土木行政の役割を理解。■土木政策課

工事発注・現場監督を体験
道路や河川改良工事の疑似体験を通し、設計や積算など工事前
の仕事を学ぶ。また、進捗確認などの現場監督の業務も体験。

■建設事業課

道路を守る仕事を体験
道路補修や街路樹空洞化の点検・診断を体験。日常的な維持管
理を通し、安全で快適な道路環境を支える業務について学ぶ。

■維持保全課

インフラを長く使う工夫・先端技術の活用を学ぶ
道路構造物を安全に長く使い続けるための取り組みを学ぶ。

職員との意見交換・成果発表
学校OB･OG職員との入庁時の思いや、やりがいなどの意見交換後、 ５日間の学
びの成果を発表。日常を支える仕事への理解を深め、インターンシップ終了。

■維持保全課

河川水位AI予測システムなどの先端技術について学ぶ。■河川政策担当

法律に基づく許認可や境界査定など、日常を守る手続きを学ぶ。■用地管理担当

　デスクワークや定型の業務が
多いイメージでしたが、実際は
取材などで外に出る機会も多く、
人との関わりを大切にしている
と感じました。広報紙の写真撮
影やインタビューも経験し、公
務員の仕事を知ることで、将来
の進路を考えるきっかけになり
ました。

未来の選択肢に、「市職員」という仕事
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　どんな仕事をしたいのか。どんな職場で働きたいのか。就職を考える学生にとって、実際の仕事を体験できるイン
ターンシップは、将来を考える大きなきっかけになり、市役所でも幅広い部署で受け入れています。
　本特集では、この夏、市役所のインターンシップに参加した学生の皆さんの体験や率直な声をご紹介します。

広報の基本を学ぶ
市が目指す広報の在り方や広報紙の制作方法、各種広報媒体について学ぶ。
また、一眼レフでの写真撮影を体験したほか、SNS動画撮影の取材先を検討。

情報発信の現場を知る
市長記者会見を見学し、行政と報道機関との関係性や、市政情報をわかりやすく
市民に発信するまでの流れを学ぶ。広報いわきを紹介するラジオにも出演。

実際の取材に挑戦
SNSや広報紙の記事作成に向けて、取材に挑戦。撮影やインタビューを通して、
話の引き出し方や、読者の視点に立った情報の集め方を実践的に学んだ。

広報用ＳＮＳ動画の作成
撮影した動画をもとに、SNSで発信する動画を制作。構成や見せ方、伝えたいポ
イントを職員と一緒に考えながら、SNSの特性を生かした情報発信を実践。

成果を発表
制作した動画を課内で発表。インターンシップを通して体験したことや気付いた
ことを整理し、５日間を振り返りながら最終報告を行った。

　１つの課だけではなく、土木
部という大きな枠組みで仕事を
体験できることに魅力を感じて
参加しました。
　道路や橋など、自分が関わっ
たものが形として残ることを、
実際の補修工事を通して実感し
ました。土木業界でもAIの活用
が進んでいます。専門知識を身
に付け、将来に生かしたいです。
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24時間勤務の引継ぎの様子を見学

各車両の無線交信体験など

車両の資器材点検体験など

火災予防のための防火査察など

防火服の着装・放水体験など

救助活動体験など

防火服を着用した体力づくりなど

振り返り

■その興味を次の一歩へ

《参考》令和９年度（令和８年度実施）市職員採用試験スケジュール

　市役所には、一般事務職、技術職、消防職など、市民の暮らしを支えるさまざまな仕事があります。
　皆さんも、いわきの未来を築く「市職員」として、活躍してみませんか。

※  令和10年度採用（令和９年度実施）市職員採用候補者試験等のスケジュールは上記と異なる可能性があります
※  インターンシップへの参加実績は、申込資格や採用試験の合否には影響しません

採用試験情報から職員インタビューまで、さまざまなコンテンツをご用意しています。
将来の進路を考えるきっかけにぜひご覧ください。

　幼い頃から消防士に憧れ、父の勧めも
あって参加しました。訓練への参加が楽し
みでしたが、防火服と長靴を着用したシャ
トルランは大変でした。消防士のイメージ
が具体化され、憧れが強くなりました。

　体力には自信がありましたが、合計約
50kgの装備や荷物を持って４階まで上がる
訓練は想像以上に過酷でした。消防隊員の
真剣な姿から、日頃の鍛錬や連携の大切さ
を学ぶことができました。
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▲放水体験 ▲救助活動体験
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